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1.　色名 の修飾語 には種 々あり，は で，じ み，明 るい

暗い等は色 の三属性 と関連づけて系統的に整理 され てい

る が，「渋い色」については明確でない。「渋い色」は

我国 の歴史 が生 みだし た貴重 な色であ り,｡近年 ，欧米人

に よって脚光を浴びてい る。その美的価値 の高い √配色

の調和m も優れてい る「渋い色」の要因 を色彩科学的に

追究し，これから の服飾における色彩 選択へ の足 がかり

としたい。何を渋い色 ときめるかについては個人差 もあ

り複雑な要素 がからむ ため，本研究では植物染料に よる

染 色布を「渋い色」 とし，合成染料染 色布 との比較の上

から検討し た。

2｡ （ の もとに

染 色し，合成染 料は近似した色の多い 日本 流行色協会の

日本伝統色を用い たい2) 両者を赤，黄，緑，青，紫 系統

の色に分類し，測色計によりC  I E 表示方 式で反 射率と

)，y を測!3，色度図 から主 波長，刺 激純度 を求 め，各

色 とも主波 長±5  mm の巾で30～40色選び出した。(3)近

似主波長 グループ につい て，植 物，合成染布 にあらわれ

た反 射率，刺激 純度の差を比較検討 した。

3.　各 々の色系 統に よっ て多 少の差 異はあるが，植物

染布 は一つ の共 通し た特性 をもつこ とがわかり，そ れが

｢渋い色｣ の要因と考えられる。


